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白井 安希 教諭

金城学院幼稚園
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白井安希教諭／名古屋短期大学専攻科
保育専攻卒業後、豊橋の公立保育園で約
10年勤務。2007年に金城学院幼稚園
へ。2015年より主任教諭として園全体の
運営や指導にあたる。

子どものころから年下の子の世話をするのが
好きだったことがきっかけとなり、保育士の道を選んだ白井先生。
金城学院幼稚園の「縦割り保育」で育まれる
子どもたちの優しさや思いやりの気持ちに
日々感動を覚えながら指導をされています。
また「自分で生きる力を持った子に育ってほしい」と願い、
子どもの自主性と行動力を育む教育をしていらっしゃいます。
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白井先生をよく知る保護者の方々に、白井先生の印象を伺いました。すると「明るくで
おおらか」「とても楽しく、子どもと一緒の感情で接してくれる」と明るい人柄で人気があ
ることがわかりました。また「子どものことを優先してくれるので相談しやすく、何でも受け
止めてくれる」「子育ての先輩としてアドバイスしてくれる」との声から、先生が保護者
の方 か々らとても親しまれ、頼りにされている様子が窺えました。

白井先生はどんな人！？

心と身体を動かしながら生活する中で
子どもの自主性と行動力を養う　　

自分で生きていく力をつけて
好きなことを見つけられる子に

　小学生のころから年下の子の世話
をするのが好きで、将来は学校の先
生になりたいとずっと思っていまし
た。高校生になって本格的に自分の将
来を考えたとき、「人間形成の基礎と
なる幼児期の子どもたちに接する仕
事をしたい」と考え、また「一生続けら
れる仕事をしたい」とも思い、保育士
の道を選んだのです。はじめは豊橋
市の公立保育園で働いていました
が、名古屋に引っ越すこととなり、
2007年から縁あって金城学院幼稚
園で子どもたちの保育にかかわるこ
ととなりました。
　まず、金城学院幼稚園のキリスト教
保育、縦割り保育、そして在園児・卒
園生・保護者で作り上げているすばら
しい園庭に感動しました。この園の特
徴である「縦割り保育」は、年上児と年
下児がともに生活を送ることで、様々
なことを学びます。たとえば、入園した
ばかりの年少児はまだ園のルールが
わからず自由に過ごすことが多いの
ですが、そんな年少児に対し年長児は
一生懸命お世話をしてくれます。はじ
めは上手くかかわれない年長児も、少
しずつかかわり方を覚え、手をかけす
ぎずさりげなく手助けをしてくれるよ
うになります。また、年下児は年上児
に対しあこがれの気持ちを抱き、あら
ゆる面で刺激を受け成長していきま
す。年上児は年下児とかかわる中で、
思いやりの気持ちが芽生えたり、我慢
したり葛藤しながら心の成長が見られ
ます。このような子どもたちの姿を見
ていると改めて縦割り保育のよさを

感じ、子どもたちの成長ぶりにも毎日
驚かされています。日々の遊びも、年
上児から年下児へと受け継がれ、金
城学院幼稚園のさまざまなことが継
承されているところもこの幼稚園な
らではだと思います。
　また、卒園してからも園を忘れずい
ろいろな形でつながってくれること
は、大変喜ばしいことです。一例として
園では年に四回、在園児や卒園生と
保護者が一緒になって園庭整備「園
庭ワーク」を行うのですが、実に多く
の卒園生が顔を見せてくれます。とき
にはおくどや、はそりを使って豚汁や
おやつを作ることがあるのですが、そ
のときもうちわや自分で作った火吹
き竹を持参して参加してくれるなど、
頼もしく成長した卒園生の姿に感動
を覚えます。元気な卒園生たちの笑
顔を見られることはとても嬉しいこと
であり、改めて金城学院幼稚園の絆
の強さを実感しています。

　子どもたちとのかかわりの中で私
がいつも心がけていることは、「心と
身体を動かしながら生活する」という
ことです。楽しいときは子どもたちと
一緒になって心の底から楽しみ、ほめ
るときは思いきりほめて、注意をする
ときはどうしていけないのかきちんと
伝える。信頼関係は生活をともにしな
がら子どもたちと共感したり、一緒に
考えたり悩んだり、まっすぐ子どもた
ちと向き合うことで、築いていけるも
のだと思います。そのために私は常に
子どもの目線に立って、何がよくて何

がいけないのかをきちん
とわかってもらえるよう
に、子どもたちの声を聞

き、気持ちを考えながら接することを
大切にしています。
　また自ら遊びを選び取り組むこと、
食事の席を友だちとの約束や、やり取
りで決めることなど子どもたちは自分
で様々なことを決めて行動していま
す。こうした環境は子どもたちの自主
性と行動力を養います。このような園
の環境を大切にしながら今後も保育
者として歩んでいきたいと考えてい
ます。

　ここを巣立っていく子どもたちには
ぜひ園で身につけた「自分で生きて
いく力」を発揮して頑張っていってほ
しいと思っています。またこれから体
験するいろいろな学びや友達、先生と
の出会いの中で自分の好きなことを
見つけてそれを極めていってもらい
たいとも思います。そのためには多く
の人とかかわりながら、広い視野を持
つことが必要です。自分が興味を持っ
たことに積極的に取り組みながら、さ
らに大きく成長していってくれること
を願っています。また私自身も、子ど
もたちと純粋に向き合い、子どもや
保護者の方々から信頼される教員に
なれるようにより一層頑張りたいと思
います。

園児の様子や卒園児との絆
縦割り保育のすばらしさを実感

園児と仲良く鉢植えをする白井先生
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